
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石狩市立生振小学校は平成 27 年度、平成 28 年

度の 2 年間、国立環境政策研究所の「教育課程研

究指定校」に指定されています。ユネスコスクール

として実績を重ねてきた地域に根ざした体験活動

を ESD の視点からさらに展開し、児童に「生きる

力」を培っていくために、横断的な教育過程の研究

実践に取り組んでいます。 

体験的な活動には「学校田活動」と「世界寺子屋

運動・ユネスコファーム活動」があります。 

ファーム活動も実施。児童が話し合う場を設け、図

工など他の教科との連携により看板や旗をつくり

ました。教科間の連携には、次のページでご紹介す

る「ESD カレンダー」を活用しています。 

ESD に関わる活動以外でも外部関係者の強力な

サポートがあります。生振小の魅力を伝え、よりよ

い学校環境を考えていくため、PTA を中心とした

有志によって「親★FULL プロジェクト」が結成さ

れ、行事の告知や学校の PR に取り組んでいます。 

学校田活動では、地域で

農業に携わってこられた方

の協力を得て、校舎のすぐ

そばの学校田でもち米を育

てています。12 月にはも

ちつき大会を開催します。 

また、カンボジアに学校

を建てる世界寺子屋運動へ

の参加に加えて、ユネスコ

「学校田活動」と「世界寺子屋運動・ユネスコファーム活動」を 

軸に教育課程をつなげていく   ～ 石狩市立生振小学校 ～ 

いしかり ESD 通信 
子どもたちとつくろう！地球の未来 

○ 石狩市は環境省と連携し、市内の２つの小学校で ESD（持続可能な開発のための教育）の取り組みを

進めています。ESD に関わる活動を紹介する通信の第 2 号では、ESD 推進に向けて国立教育政策研究

所の研究指定を受けた石狩市立生振小学校の取り組みと、石狩市環境市民部の支援活動を紹介します。 

第 2 号（2015.12.1） 

ユネスコファームと学校田の活動を展開しています（石狩市立生振小学校 HP より） 

● 石狩市立生振小学校 研究発表会のご案内 

 ［名 称］ユネスコスクールとして地域に根ざした体験活動を基軸とする ESD の探究  

～ふるさとでの学びを発信できる子どもの育成をめざして～  

［日 時］平成 27 年 12 月 16 日（水）13:10～16:15（受付 12:45）  

［会 場］石狩市立生振小学校（石狩市生振 375-１） 

［詳 細］お申し込みやプログラム詳細については、生振小学校ホームページをご覧ください 

http://www.fureai-cloud.jp/oyafuru/home/index/kenkyu 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石狩市には豊かな自然環境と、これを基盤とし

た一次産業、そして循環型社会や低炭素社会の実

現に向けた企業や市民の取り組みがあります。 

石狩市環境市民部環境保全課では、こうした資

源を活用した環境教育プログラムを、市内小中学

校に提供しています。 

●プログラム例 

・自然（自然ふれあい学習、川の生き物調査、田ん

ぼの生き物調査） 

・地産地消（循環型農業と世界を取り巻く食の問題） 

・リサイクル・資源（薪割り体験と地域資源の活用） 

・地球温暖化・エネルギー（エコキッズチャレンジ、

風車見学） 

環境保全課では、小中学校の教員の皆さんのご

希望に応じて、石狩市の環境に関する情報や環境

教育プログラムのご紹介だけでなく、新しいプロ

グラムの構築などのご相談にも対応しています。 

環境教育でお考えのことや、プログラムにご関

心をお持ちでしたら、授業を予定されている時期

から余裕を持って、お早めにご連絡ください。 

☎ 石狩市環境市民部環境保全課 0133-72-3269 

発 行：環境省北海道環境パートナーシップオフィス ・ 石狩市教育委員会 

編 集：環境省北海道環境パートナーシップオフィス 

〒060-0042 札幌市中央区大通西 5 丁目 11 大五ビル 7 階 HP：http://epohok.jp/ 

TEL：011-596-0921 FAX：011-596-0931 Email：epoh-webadmin@epohok.jp 

環境教育を幅広く提供 

～ 石狩市環境市民部環境保全課 ～ 

石狩市立南線小学校では、平成 26 年度より石

狩市環境市民部環境保全課の協力を得て、エネル

ギー問題と国際理解を組み合わせた「総合的な学

習の時間」を実施しています。 

今年度は「私のくらしに大切なもの」という単

元で指導計画を立てました。11 月より都道府県

知事が委嘱する地球温暖化防止活動推進員、市民

の手による再生可能エネルギーの推進を手掛ける

NPO 法人北海道グリーンファンドや NPO 法人

ひまわりの種の会などから外部講師を迎え、授業

を展開しています。 

学校において ESD が目指すものは、児童生徒

が「批判的に考える力」「未来像を予測して計画を

立てる力」「多面的、総合的に考える力」などの能

力・態度を培うことです。 

そうした目標をひとつの単元で実現することは

簡単ではありません。そのため各教科との関連を

図り、全体像を見ることが重要になります。 

教科などをつなぐ「生活科」や「総合的な学習

の時間」を中心として整理した教科横断的な指導

計画が ESD カレンダーです。 
石狩市立生振小学校の第 1 学年の ESD カレンダー。 

教科の全体像やつながりがひと目でわかります。 

ＥＳＤ カレンダーとは？ 

くらしに大切なものを考える 

～ 石狩市立南線小学校 ～ 

NPO 法人北海道グリーンファンドさんがお話ししました。 


